
▼詳しく知りたい方はこちら
SDGsへの貢献 
https://www.ur-net.go.jp/aboutus/action/customersatisfaction/sdg.html

※SDGs（Sustainable Development Goals）：持続可能な開発目標
　2015年９月の国連サミットで採択された、2030年までに持続可能でより良い世界を目指す国際目標のこと

UR都市機構は、これまでも人口減少、少子高齢化、東京一極集中という経済社会構造上の大きな課題や、巨大地震や気候変動に
対応するための防災、減災、老朽化対策の必要性といった我が国が抱える社会的課題の解決に、まちづくりや住まいづくりを通じて
貢献してきました。これからも、事業活動や業務活動等を通じて、世界共通の目標であるSDGsにも貢献していきます。以下に、主
な内容と実績を紹介しています。

SDGs※への貢献

都市の国際競争力の強化と地域経済の活性化

・都市再生事業中の地区
・地方公共団体等とのまちづくりに関する協定の締結
・防災公園の整備と収容可能人数

84地区 （R3年度末時点）

15主体 （R3年度実績）

8.0ha （R3年度実績）

30,347人 （R3年度中に整備した防災公園）

・ 他国との協定・覚書の締結
・海外からの視察・研修等による
  受け入れ

安全かつ強靭なインフラ構築と持続可能なまちづくり 海外都市開発事業への民間企業の参入支援

8件 （R3年度末時点）

134 か国・14,633名 （R3年末時点での累計）

災害に強いまちづくりの推進

・応急仮設住宅用地の提供と
  支援要員等の派遣
・津波・原子力被災地の復興に係る整備
・災害公営住宅の整備

8.0ha・ 184人 （R3年度末までの累計）

28地区・1,513ha （R3年度末時点）

86地区・5,932戸 （R3年度末までの累計）

・地方公共団体等とURとの関係構築
・地方公共団体等に対する啓発活動

東日本大震災からの復旧・復興支援 発災時の迅速・円滑な対応に向けた活動

45団体 （R1年度からの累計）

79回（R1年度からの累計）

多様な世代が生き生きと安心して暮らし続けられるコミュニティの創出

・地域の医療福祉拠点化
※大都市圏のおおむね1,000戸以上の団地約200団地が対象 120団地 （R3年度末時点） ・団地内の高齢者・子育て支援施設

高齢者や子育て世帯等が安心して暮らし続けられる環境の整備

1,101件 （R3年度末時点）

人々が安全・安心・快適に暮らせる住まいの整備

・住棟ベースの耐震化率 95.0% （R3年度末時点） ・住戸のバリアフリー化率

UR賃貸住宅における安全・安心・快適な暮らしの実現

60.8% （R3年度末時点）

環境にやさしく美しいまちなみの形成

・CO2 排出量の削減 （H25年度比）
・UR賃貸住宅共用部照明のLED化
・UR賃貸住宅への潜熱回収型給湯器の設置

31,600トン （R3年度実績）

75,586台 （R3年度実績）

7,230戸 （R3年度実績）

・廃棄物の再資源化
・建設発生土の有効利用
・環境物品の調達 
※機能・性能上の理由から調達できなかったものを除く

地球温暖化対策の推進 建設副産物のリサイクルや環境物品等の調達の推進
98.8% （R3年度実績）

98.7% （R3年度実績）

100% （R3年度実績）

事業活動を支えるガバナンス体制

・内部統制に係るeラーニングの実施
・内部統制関連研修の実施

全職員対象44回 （R3年度実績）

延べ500人受講 （R3年度実績）
・コンプライアンス研修の実施
・官製談合防止研修の実施

適切な内部統制の推進 コンプライアンスの徹底・推進

1,640人受講 （R3年度実績）

596人受講 （R3年度実績）

様々なフィールドで活躍できる人材の育成、多様な働き方を支えるダイバーシティの推進

・職種・階層別等研修の実施
・自己啓発支援として取得可能な資格

約190件・延べ約7,600人受講（R3年度実績）

約80種類 （R3年度実績）

・新規採用職員の女性比率
・女性の管理職比率
・障害者実雇用率

社会情勢の変化に対応できる人材の育成 ダイバーシティ＆インクルージョンや働き方改革の推進
47.3% （R3年度入社）

6.0% （R4年4月1日時点）

2.95% （R3年6月1日時点）
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